アラン・ロブ＝グリエの後期作品の研究 (3) : 『アンジェリックまたは蠱惑』と虚構空間 by 奥 純 & Oku Jun
アラン・ロブ＝グリエの後期作品の研究 (3) : 『
アンジェリックまたは蠱惑』と虚構空間
著者 奥 純
雑誌名 仏語仏文学
巻 43
ページ 1-20
発行年 2017-03-15
URL http://hdl.handle.net/10112/13122
アラン・ロブ＝グリエの後期作品の研究（3） 
―『アンジェリックまたは蠱惑』と虚構空間―
奥　　　　　純
　われわれは、先に、ロブ＝グリエの後期作品に属するロマネスク三部
作の第 1 作『戻ってくる鏡』の作品構成を分析し、その物語世界に存在
する「自伝空間」のあり方について考察を進めた1）。その結果、フィリッ
プ・ルジュンヌの言う「自伝空間」は「過去にあったそのままの人生」
がどこかに実在すると言う信念に支えられているのだが、ロブ＝グリエ
の作品に見られる自伝的な物語世界は、ルジュンヌの考える空間とは逆
に、「過去にあったそのままの人生」の実在性を否定し、虚構の世界に向
かって開いていることがわかったのである。では、ロブ＝グリエが志向
するのは人生とは無関係の純然たる虚構の世界を創出することなのかと
いうと、そうと言い切ることもできない。なぜならば、純然たる虚構の
世界などと言うものもまた容易に実在し得ないものだからである。では、
ロブ＝グリエがロマネスク三部作を書くことによって目指した作品とは
一体どのようなものであったのか、さらに考察を進めるためには、『戻っ
てくる鏡』の次に発表されたロマネスク三部作の 2 作目に当たる『アン
ジェリックまたは蠱惑』2）の作品構成を考える必要がある。要するに、ル
ジュンヌが「自伝空間」と呼ぶ物語空間を考えるのであれば、当然その
対極には、現実や実人生と全く関係なく展開する、いわば「虚構空間」
とでも呼ぶべき空間が想定されるのであって、以下、『アンジェリックま
たは蠱惑』に見られるその「虚構空間」のあり方について考察を進める
ことにしたいのである。
21 ．伝記的物語
　ロブ＝グリエは、2005年に発表されたラジオ放送の記録『ある作家の
人生への序文』の中でロマネスク三部作について述べ、第 2 作の『アン
ジェリックまたは蠱惑』と第 3 作の『コラント最後の日々』が第 1 作の
『戻ってくる鏡』ほどの成功を収めることができなかったのは、第 1 作に
比べて自伝的要素が乏しく、幻想が優っていて読者の興味を引かなかっ
たからだと述べている3）。実際、その通りで、『アンジェリックまたは蠱
惑』は『戻ってくる鏡』と対照的に自伝に関わる記述が少なく、ロブ＝
グリエの作品に特有の、その都度変化を伴って何度も語られる幻想的な
物語が紙面の多くを占めている。そして、作品の前半 3 分の 2 程度まで、
その幻想的な物語が語られ、そこから先は文学論のような特にエロチシ
ズムをテーマにしたエセー風の記述が中心になり、最後に、作品の全体
的な流れを総括する形で、クライマックスを構成する最終的なエピソー
ドへとつながってゆく。まず、作品の全体的な構成をもう少し詳しく検
討することから始めなければならないだろう。
　さて、『アンジェリックまたは蠱惑』で取り上げられている自伝的な事
項は実際あまり多くはなく、列挙すればおよそ次のようになる。すなわ
ち、まず、かつてブレスト郊外のケランゴフ（Kerangoff）地区にあった、
ロブ＝グリエが幼少時代を過ごした家にまつわる話であり、その家は「黒
い家」（Maison noire）と呼ばれていたが、その名前の由来や家の外観に
ついて、例えば、扉は祖父の時代に難破船の廃材を使って作られたもの
だったことなどの話（A.pp.13－14）4）。この話は、ロブ＝グリエ自身の鼻
の形が母方の祖父の鼻に似ていて、親族の中で Perrierの鼻と呼ばれてい
たという話から子供の頃の一連の思い出話につながり、ロブ＝グリエが
ブレスト市内を流れるパンフェル川にかかるルクーヴランス橋を渡って
市内のリセに通ったことや、この橋がデビュー作『消しゴム』に出てく
る回転橋のモデルになっていることなどが語られ、話はさらに自分の顔
についての話にもつながって、自分のあごヒゲはマスコミに出るように
なってから妻のカトリーヌに勧められて伸ばすようになったことや、若
3い頃には濃いヒゲのせいでラスプーチンというあだ名を付けられていた
こと、また、後には、ヒゲを伸ばした風貌を見込まれて地下鉄のホーム
レスの役で映画出演の依頼があったことなどが語られる（A.pp.14－18）。
次いで、ニューヨーク大学での講義の世話をしてくれたフランス文学科
主任教授のトーマス・ビショップ氏のこと。彼の通称はトムであり、ロ
ブ＝グリエの父も本当の名前はガストンであるが、母親はトムと呼んで
いたことからロブ＝グリエはビショップ氏に何か特別な親しみを覚えた
こと（A.pp.28－31）。そして、ナタリー・サロートの思い出。サロートは、
原稿の執筆を中断すると自責の念にかられると言っていたが、自分はそ
んなことはないと言う内容の話である（A.p.39）。また、パリ15区にある
リセ・ビュフォンに通っていた時パスツール大通りの古本屋でオットマ
ン帝国時代の処刑の場面の挿絵を見たこと（A.p.53）。サン・ミシェル大
通りのジベール書店に両親とともに行ったこと（A.p.57）。1914年ごろオ
ーデンワルトにあったO.S.Oという私立学校で撮られた写真の話。母親
がその学校でフランス語の教師をしていたこと（A.pp.114－119）。次いで、
70年代にロブ＝グリエがテキストを付けて出版したデヴィッド・ハミル
トンの写真集がフェミニストたちに攻撃された事件の顚末（A.pp.162－
169）。妻のカトリーヌがジャン・ド・ベールという名前で発表した小説
『イマージュ』が発禁になって焼却処分に付された顚末（A.pp.169－172）。
また、映画『不滅の女』がアンドレ・マルローの働きかけで上映できる
ようになったこと（A.pp.172－173）。映画の話題の続きで、映画『快楽の
漸進的横滑り』が80年代半ばごろにヴェニスで裁判にかけられ焼却処分
の判決が下された顚末（A.pp.200－204）。また、当時の思い出につながる
話として、1960年代のはじめにロブ＝グリエがノルマンディーのLe Mesnil
にある城を買おうとしたが資金が足りず、ジェローム・ランドンが資金
提供を申し出てくれた顚末（A.pp.235－237）。そして妻とジェロームを連
れ立って三人で城を見に行った帰りの車の中で、ロブ＝グリエがジェロ
ームに感謝を込めて『覗く人』に出てくる少女ヴィオレットには、アン
ジェリックという名の実在のモデルがいるという打ち明け話をするのだ
4が、そのアンジェリックとロブ＝グリエの思春期の思い出のエピソード
が『アンジェリックまたは蠱惑』のクライマックスを飾る物語になって
いるのである。このアンジェリックの物語は作品構成上大きな意味を持
っているので、本論の 2 章で改めて詳しく述べることにする。
　以上、自伝に関わると思われる記述の内容をほぼ項目のみ作品に登場
する順に挙げてみたわけだが、実は、これらの記述の中には事実を極め
て正確に記録しているものもあれば、ほとんど虚構の世界に属するもの
もある。それぞれ典型的な記述を挙げておくことにしよう。
　まず、事実を正確に記録している例としては、子供の頃にブレストの
ケランゴフ地区からルクーヴランス橋を渡ってブレスト市内のリセに通
ったことや、パリ15区にあるリセ・ビュフォンに通ったことである。こ
の 2 件に関しては、すでに『戻ってくる鏡』を論じた時に述べたように、
2016年の夏に現地調査を行い、書かれた経路を全て確認することができ
た。従って、ブレストにあった家に関する記述やひげを伸ばしたエピソ
ードからジェローム・ランドンと城を見に行ったことに至るまで、およ
そ歴史的な事実に関する記述に関してはかなり信憑性が高いと考えてよ
いだろう。
　しかし、ロブ＝グリエの母親がオーデンワルトにあった新教育を目指
す私立学校O.S.O（Odenwald Schule Oberambach）で教師をしていたこと
に関する一連の記述には、事実あったことも多く語られているのだろう
が、そのまま事実として考えてよいかどうかわからない記述も混在して
いるのである。このエピソードは、当時その学校の敷地内で撮影された
とされる写真の描写から始まる。写真には大気浴をするために裸になっ
て森の中で寛いでいる少女たちが写っているのだが、その写真そのもの
が本当にあったものかどうかという疑問が残るのである。この学校につ
いては、経営者のユダヤ人夫婦がスイスに亡命したため1930年代に一旦
廃校になり、戦後再び開校したが、再開した時、大気浴はナチスの思想
を思わせるので廃止になったという話が語られていて、この学校に関す
る歴史的経緯は、オーデンワルト・シューレに関する項目をwebで検索
5してみれば誰にでも簡単にわかるように、多分事実に基づくものだろう
と推察できるので、そうなら、そこで撮影された写真も実在のものであ
ったとしても不思議ではないのだが、しかし、写真に写っているイメー
ジが、作品の他のエピソードに登場するイメージと共通した部分が多く、
それが実際に写真に写っていたイメージなのかどうか疑わしいのである。
実際、この写真の描写が出てくるまでに架空の登場人物であるアンリ・
ド・コラントが森の中で裸の妖しい若い女に出会う物語が語られ、また
すぐ後には、デヴィッド・ハミルトンの写真集を出版した時に、当時の
偏狭なフェミニストたちから糾弾された話が続いている。森の中の物語
に若い女性が登場する場面には、後で述べるように、いくつものバリエ
ーションがあるのだが、そのうちの一つに、コラントの部下の兵士が、
魔女として捕えられた薄い着物を着て後ろ手に縛られた若い女を、ドイ
ツの鉄十字勲章によく似たマルタの十字架の紋章が描かれた荷車で護送
する物語がある（A.p.119）。そしてO.S.Oで撮影されたという写真に写っ
ている裸で大気浴をしている少女たちも、後ろ手に縛られているような
仕草をしていて、また、その横にはマルタの十字架が描かれた荷車が写
っているのである（A p.116）。さらに、ハミルトンの写真集は自然の中
でカーテンのような薄物をまとった少女たちを幻想的に写した作品集5）
であった。つまり、母親が勤めていた学校の風景を写した写真と、森を
舞台にした幻想的な物語と、ロブ＝グリエがその出版に関わってトラブ
ルに巻き込まれたハミルトンの写真集のイメージと、これら全てに共通
の要素があるわけであり、従って森の中の若い女の物語は、フィクショ
ンの領域と自伝の領域と、写真集の三つの領域に重なって存在している
と考えられるわけで、一体どの世界に属する物語がオリジナルなのかを
判断することはできない。
　とは言え、以上に見たO.S.Oに関する自伝的記述については、オリジ
ナリティが不明なのは写真に関する記述だけで、大半は自伝的記述とし
ての性格を十分保持しているのだが、さらに虚構の度合いが高く、ごく
わずかの伝記的事実を元にして、大きく虚構の物語を展開している例と
6して挙げられるのが、森の中を舞台にした幻想的な物語であり、この幻
想的な物語が作品の前半 3 分の 2 近くをを占めているのである。
2 ．11月20日をめぐる物語
　その森の中をさまよって妖しい女に出会う物語は、さまよう人物によ
って分ければ 3 種類あって、まずロブ＝グリエの父親、ついでアンリ・
ド・コラント、そしてコラントの部下の兵士シモンの物語である。これ
らの物語が全て11月20日という日付で結ばれるのだが、以下に詳しく見
ることにしよう。
　この森の物語には、1914年11月20日にロブ＝グリエの父親が騎兵として
従軍していて、ドイツ軍のしかけた地雷に馬ごと吹き飛ばされ、三日後に
病院で意識が戻ったという話が含まれており、この事件が物語の一種の
結節点になっているのだが、しかし、この話にも、そこまでに語られた幻
想的な物語の内容がすでに含まれていて、どこまでが実際に起こった事
件なのか判断できなくなっている。父親は爆発の瞬間を次のように語る。
　私の父はしばしば語っていたのだが、爆発の閃光に目が眩んだとき、
目の前には先ほどまでいた若いブロンドの髪の女性の姿が消えて、
その跡に、掘り返されたばかりの地面に木の十字架が立てられてい
るのが見えたそうだ。その十字架の真ん中に貼られたハート型の琺
瑯の板には通例の墓碑銘が記されていて、彼が身をかがめてすでに
半分消えかかった黒い文字をゆっくり指で辿りながら読むと、そこ
には「アンリ・ロバン伍長、誤解のため戦場にて死去」と書かれて
あった6）。
　ところで、引用部分の直前には、父親が意識が戻った時、彼を尋問し
た将校に荷車のことを語ったという話があり、
　しかし、荷車の方は―どの荷車のことだ？と病院で三日後にやっ
7と昏睡状態から覚めた父親を尋問した将校は尋ねた―荷車はこの
危険地帯を罠に引っかかることなく通過したのだ7）。
　この荷車と先の引用部分にある若い女のイメージは、作品のこの部分
に至るまでに展開する架空の物語の中にすでに登場している。その架空
の物語とは、作品の41ページあたりから約10ページにわたって語られる
ロブ＝グリエの父親（Jean Robinという名で登場する）が森の中で不思
議な経験をする物語である。その概略を記すと次のようになる。すなわ
ち、その頃騎兵であった彼が夜明けごろ馬に乗って霧の中を進んでいる
と、左側に背の高い痩せた骸骨のような顔をした農夫が長い鎌を持って
現れ、彼と並んで歩き始める。その時、どこからか荷車の音も聞こえて
くるが、声をかけると何とその農夫は彼の名前も軍隊での階級も生まれ
た年も知っていて、その鎌をいきなり差し出し「お前はこれから意味の
ない戦いで死ぬのだ」と予言して姿を消す。そこで夢から覚めたように
ふと気がつくと近くに荷車があって、その荷車には薄衣をまとった若い
女が座っている。彼女は、彼が持っている鎌を見て怯えた顔をするが、
彼はその鎌がちょうどブルターニュ地方の伝説に出てくる死神アンクー
（ankou）が持っている鎌と同じように刃が逆に外向きに付いていること
に気がつく。その時、正面から 4 名の敵の騎兵がやってきて、彼を何か
嘲弄するような言葉を投げかけながら脇を通り過ぎる。そこで次に、先
に引用した彼が爆発で吹き飛ばされる場面がやってくるのである。
　しかし、この農夫や荷車や若い女が登場する話が父親の語った通りの
話だと考えるには無理がある。物語にブルターニュ地方の伝説にあるア
ンクーが登場するところなどはそれらしい話なのだが、荷車に乗せられ
た若い女の話になると、これはむしろロブ＝グリエ自身に関する話と関
係が深い。この話が語られたすぐ後で、荷車に乗った女の話の別のバー
ジョンが語られるのだが、それはロブ＝グリエ自身が少年時代に初めて
エロチックな妄想を抱くようになった頃、パリのリセ・ビュフォンに通
う道のパスツール大通りにあった古本屋で見つけた挿絵をもとに想像し
8たものだということになっている。その挿絵にはオットマン帝国時代の
トルコで行われていた処刑の場面が描かれていた。
　別のバージョンでは、欲望をそそる婚約者は荷車の上に立っていて、
後ろ手に縛られていた。そのか細い裸の足はすでに血で汚れている
が、床に敷いたハリエニシダの無慈悲な棘の上で、荷車が揺れるた
びにさらに傷ついてゆく。今度は、美女をエスコートする騎士は、
斧で切られるか燃え盛る火に焼かれて死刑に処される無垢な処女を
火刑台か断頭台に連れてゆく死刑執行人になっていた8）。
　この女性は、鋤のような農機具で拷問されるのだが、これは例えばロ
ブ＝グリエの映画『快楽の漸進的横滑り』に出てくる場面によく似てい
るし、また、ロブ＝グリエは続けて、この処刑の挿絵は映画『エデンそ
の後』のイメージの元にもなったと述べており（A.pp.53－57）、拷問の話
題はさらに引き続いて第二次世界大戦終了直後にウルグアイで行われた
という猟犬を使って若い女性たちを獲物にして行われた狩りの話に及び、
そのイメージは、ケランゴフのロブ＝グリエの生家の倉庫にあったボッ
カチオの『デカメロン』の一場面を描いた絵の、犬に追われて内腿を噛
まれる裸の女性を描いた絵の話につながり（ボッティチェリの絵のこと
だと思われる）、その絵が映画『火遊び』の一場面になったとも述べてい
るのである（A.pp.59－62）。実際、この11月20日という日付は作品の中で
合計 5 回登場し、すでに述べた作品の52ページ、次に70ページ、119ペー
ジ、136ページ、そして最後に150ページであるが、その都度、騎兵や若
い女や荷車が登場する森の物語が様々に展開してはまたこの日付の話に
戻ってくるのであり、従って、この日に起こった事件はすでに幻想的な
物語の一部になっているのである。
　例えば、70ページから始まる物語は、アンリ・ド・コラントが書いた
日記の記述をもとに展開する。彼の日記には、11月20日の早朝に馬に乗
って出かけて自分の所属する部隊と落ち合い、そこで部下の騎兵シモン
9に連絡を取ろうとしたがシモンはその時、スパイの嫌疑をかけられた若
い女を荷車に乗せて護送中だったと書かれている。次いで、その話を引
き継いで、実際にシモン上等兵が女を護送する物語が展開する。この荷
車に乗せられた女の物語は、先に挙げた例では拷問される展開になった
のだが、今度はシモンが魔女に誘惑される話になる。シモンが女を護送
車に乗せて霧の深い森の中を進むうちに、女は用を足したいからしばし
縄を解いて降ろしてくれと懇願し、荷車を止めた途端、彼女はシモンに
身を寄せてきて、左の白目に黒子のある悪魔の姿になり、歯をむき出す
のである。（A.p.80）
　この森の物語の別のバージョンでは、コラントが道に迷ってしまう。
コラントは、女を護送して出かけた騎兵のシモンの後を追って、部下を
連れて出発する。シモンは「喪失 Pertes」と呼ばれている森の中をさま
ようのだが、この森は土地の人々の間で悪い噂が立っている。この森の
中では、土地勘に優れた木こりでさえすぐに道に迷ってしまい、自分で
はそれと気がつかずに同じ場所を周回してしまって瀕死の状態にまで衰
弱するとそこに小鳥が現れ、その小鳥についてゆくと自分が居たキャン
プに戻れるのだが、それはなんと迷っていた場所のごく近くにあるとい
うものである。そして続けて、実際に物語はこの噂話の通りに展開する
のだが、その物語の中では、今度はコラントが若い女に誘惑される。
　コラントが、シモンの通った轍を見失って森の中を彷徨っていると、
どこからともなく木こりが木を切るような、あるいは布を棒で叩いて洗
濯をするような音が聞こえ、近づいてきた小鳥の後を追って行くと、直
径 7 、 8 メートルの窪地があって泉が湧いており、そこに白い薄衣をま
とった妖しい雰囲気の若い女がいて、彼女の左の白目には黒子がある。
女は洗濯をしていたのだとか、炭焼きの男と近くで暮らしているのだな
どと言うが、洗濯物もないし服も濡れておらず、話の辻褄が合わない。
女は、さらに話を変えて、実はドイツの槍騎兵にさらわれてここに連れ
てこられて乱暴されて捨てられたのだなどと言うが、そのうち、窪地の
中から出てきてコラントに抱きついてくると、その体は焼けるように熱
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い。（A.pp.85－103）
　さらに、そのドイツの槍騎兵は詩人シャミッソーの孫のフレデリック・
ド・ボンクールと言う人物になったり、シモンが倒れて死んでいたり、
荷車に乗った女が狼に下腹部を噛まれて殺される話や、白い薄衣を着た
女が鼠蹊部から血を流して横たわっていたりする話など、物語は様々な
展開を見せ、そして、矛盾を考慮せずに様々に展開した物語をなんとか
総括するような物語が語られつつ作品の150ページで再び11月20日の話に
戻り、この日の夜、本当はコラントを地雷が待ち受けていたのだが、先
に通りかかったロブ＝グリエの父親が爆発させてしまい、結果、二人と
も死を逃れ、また、ボンクールとコラントと父親の三人が初めてここで
出会って終生の友人になったと言う話で終わるのである。
　以上のようなわけで、1914年11月20日に実際に何が起こったのかはよ
くわからず、おそらく、ロブ＝グリエの父親が戦地で地雷に吹き飛ばさ
れたが命拾いをしたというような事件はあったのかもしれないが、その
他の話は全て虚構の雰囲気を帯びている。ただ言えることは、この森の
物語の全てがこの日の出来事をきっかけにして展開しているということ
なのである。
3 ．虚構空間
　さて、この作品においては、以上に見たように、ごくわずかの伝記的
事実を巡って幻想的な物語が大きく展開しているわけであるが、後半に
至って物語は、物語というよりも評論の領域に接近する。話題の中心は、
エロチックな表現に関する表現の自由の問題であり、そこで述べられる
意見は大きく次の三つに集約できる。まず1960年代に流行した偏狭なフ
ェミニズムの理論に対する批判であり、ロブ＝グリエは、男性が女性を
欲望の対象として見るまなざしを徹底的に糾弾するような古典的なフェ
ミニズムの発想は、最終的に人間全体を等質的な人間像に還元してしま
い無味乾燥な世界にしか到達できないと批判する。また、ロブ＝グリエ
は、表現の自由を主張し、人の自由や生命を脅かすような人格を作らな
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いためには、表現を規制するのではなく、むしろ自分の中の欲望と向き
合いそれを制御する術を覚えさせるような環境が必要だと述べ、カタル
シスの必要性を主張する。そして、このような議論を総合して、性を頑
なに平等化しようとして表現の自由を制限したり、差異の廃止を強く求
めれば、結果として均等化した味気ない社会を招来する危険があり、豊
かな社会を形成するためには人間のより自由な関係性を保証する必要が
あると主張している。すなわち、人間のエロチックな生活においては支
配と隷属の遊戯が不可欠なのであり、支配と隷属、所有と忍耐というよ
うな、過剰と不公平がなければエロチックな生活は成り立たない。ただ、
それぞれの役割が、例えば男性が支配者で女性が被支配者であるという
ように、あらかじめ定まっているのがいけないのである。どんな場合も
ありうるし、立場の急な逆転もある。実際、情報誌を見れば、支配して
くれる女性を求めている紳士たちも多くいることがわかるだろう。
（A.p.211）
　さて、社会心理学者でもないわれわれには、以上のようなロブ＝グリ
エの主張について、多様性を尊重し自由を目指すというその方向性には
大いに賛同できるものの、実際、どれほどの妥当性と有効性を持つもの
かはわからないし、また、ロブ＝グリエ自身も、どこまで真剣にこのよ
うな意見を主張するつもりだったのかもわからない。というのも、作品
全体の構成を考えると、物語の展開として重要なのは、実は、この一連
の議論の中で隷属と支配の関係が逆転する、あるいは混在するというテ
ーマそのものだということがわかるのである。実際、議論が展開する中
で、そのようなテーマを扱ったいくつもの作品が紹介されているからで
ある。
　まず、『O嬢の物語』について。この作品は、発表された当初はO嬢と
いう女性が奴隷として描かれていると非難されたのだが、よく読んでみ
ると、O嬢はむしろ探求の主体なのだということがわかるとロブ＝グリ
エは述べる。（p.165－166）また、ロブ＝グリエ自身の映画『快楽の漸進
的横滑り』について。この作品はミシュレの『魔女』と言うか、ロラン・
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バルトの『彼自身のミシュレ』を基にした作品で、フェミニストたちか
ら誤解されてひどく攻撃された。実際には、ミシュレの『魔女』は若い
女性が処刑人の快楽の犠牲になる話だが、『快楽の漸進的横滑り』の話は
逆で、予審判事が、殺人事件を立件しようとして証拠をまとめて論理的
に一貫した話を作り上げようとするのだが、被告の女性がその話の細部
の意味を横滑りさせて、話を常に不安定でまとまりのないものにしてゆ
くという話であって、この女性は来るべき革命の希望を体現しているの
だとロブ＝グリエはその内容を紹介している。（pp.206－207）次いで、マ
ルキ・ド・サドについて。ロブ＝グリエが述べる主旨は、「サドは、男性
の立場をそのまま模倣しサディスムを体現するジュリエットも創造した
が、その妹のジュスティーヌが女性の隷属状態を描いているとは自分に
はとても思えない。ジュスティーヌは、虐待の単なる犠牲者ではなく、
物語の語りの主体であり、事件や記述を組織するものである。したがっ
て、フローベールに倣ってサドは次のように言うことができる。ジュス
ティーヌは私だ。（A.p.212）」そして、次に、コラントの友人のボンクー
ルの姪アンジェリカ・フォン・サロモンの物語が語られるが、この話は
作品の最後に登場するクライマックスの場面の前兆をなす物語になって
いるのである。アンジェリカは1926年生まれの赤毛の美少女で、1941年
にコラントの愛人になった時はアンジェリカが15歳でコラントが52歳、
その頃コラントは戦闘で負った傷の後遺症で片足が不自由になって杖を
ついており、アンジェリカは生まれる前に父親を亡くしていたので、父
親の代理としてコラントを選び、夜の抱擁の前に厳しい懲罰を受ける喜
びを得るために日々わざと小さな規範からの逸脱をしていたという。彼
女は、第二次世界大戦中に占領軍の一員として厳めしいドイツ軍の軍服
を着てパリにやってきて、1944年 7 月にノルマンディーの戦線で姿を消
した。語られている物語を要約すれば以上のようになるが、この物語は、
基本的に本物の歴史的記述と間違うような文体で記されているものの、
コラント自体が架空の人物なので、大部分は架空の物語だと考えて良い
と思われる。話の全体は、サディスムとマゾヒスムが混じり合ったエロ
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チックな雰囲気を伴って語られるが、この話の最後に出てくる場面は次
のようなものである。それは戦時中にロブ＝グリエが妹を連れて行った
オペラ座で彼が目撃した場面だということになっている。劇場のバーの
あたりで、あるカップルが彼の目を引き、それはコラントとアンジェリ
カだったが、突然女の叫び声が上がって人が取り囲む中、コラントの足
元に壊れたグラスを持ったアンジェリカが倒れている。
　それ以外の人々は、同じように、ほとんどそれとわからない様子で
後退りをして、顰蹙を買ったカップルを緩やかに取り巻いている。
コラントはというと、左の手で銀の杖をついたまま動かない。つい
で、彼の眼差しは、彼の足元の光輝く大理石のきりばめ細工の床に
気絶して倒れている若い女の方に、なんとも説明できないゆっくり
とした速度で向けられる9）。
　ところで、この場面は『去年マリエンバートで』に登場するバーに集
っている人々の間で女が取り落としたグラスが床に落ちて割れる場面と
配役は違うが非常によく似た場面なのだ。『去年マリエンバートで』で
は、女を見ているのはXという男性、女の名前はAになっている。つま
り、このアンジェリカとコラントの話は、伝記的物語の枠を超えて、フ
ェミニズムやエロチシズムをテーマにした評論の領域も超えて、ロブ＝
グリエの他の作品の領域まで広がっているのである。そして、最後に、
この作品のクライマックスの場面がやってくる。この作品の最後に出て
くる物語を読んだ時、ここに至るエロチシズムに関する議論やエピソー
ドの全てが最後のクライマックスを準備するためのものだったことがわ
かるのである。
　その最後の物語とは、ロブ＝グリエの少年時代の思い出話である。ロ
ブ＝グリエが、1960年代の初めの頃、以後生涯を過ごすことになるノル
マンディーの Le Mesnil－au－Grainにある城を初めて見に行った時、彼自
身は大変気に入ったのだが資金が全く足りず、それならということでジ
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ェローム・ランドンが資金提供を快く申し出てくれ、彼の好意がとても
嬉しかったので帰りの車の中でお礼のつもりで一つの打ち明け話をした。
それは、『覗く人』に登場する少女ヴィオレットには実在のモデルがいる
という話であり、そのモデルの少女の名前はヴィオレットではなくアン
ジェリックだったということである。
　さて、そのクライマックスを飾るアンジェリックの話とは概略次のよ
うなものである。アンジェリックというのは、ロブ＝グリエの幼馴染の
少女で、ユダヤ系の裕福な家の娘でその頃12歳、ロブ＝グリエは13歳だ
った。ロブ＝グリエの家のMaison noireは内陸部にあったが彼女の家は
3 キロほど離れた海岸近くにあり、自転車で簡単に行き来できた。彼女
はかなり早熟な娘で、ロブ＝グリエの方はむしろ奥手だったのだが、二
人でほたえあって彼女の手首を押さえつけて草の上に組み敷いている時
も、彼は彼女が痛くないように気を使っていたが、彼女の方は彼の気持
ちを引きつけて楽しむかのように、体を触れ合わせて来たりしていた。
そして、ある日、同じように草の上で彼女を組み伏せていると、彼女は
急にぐったりして「私を罰するために私の唇を噛んで。」と小声で囁い
た。彼は、何を罰するのかわからなかったが、言われた通りにしようと
思って組み敷いていた力を緩めると彼女は「だめ、だめ！そんなことを
したら逃げてしまうわよ！」と甘えた声で抗議する。そこで、実は彼女
の唇の肉感的な感触をふざけているふりをして触れて知っていた彼は、
差し出された彼女の唇をそっと噛むと、彼女は急に彼を押しのけて立ち
上がってしまった。これがアンジェリックに関する一つ目のエピソード
である。（A.pp.237－238）
　おそらく彼女は、もっと年上の男の子たちと同じような危険な遊びを
していたのだろうが、当時より無垢かつ無知だったロブ＝グリエ相手に、
彼女は身の安全を感じて行為をエスカレートさせて行ったのだろうとロ
ブ＝グリエは述べ、続けて次のエピソードを語っている。アンジェリッ
クは、近所の女性たちに関する空想上のレイプの話をしばしばしたが、
その話は面白くするために、いつも最後は体中から血を流して藪の中に
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捨てられているまだ温かい犠牲者の死体の話で終わるのだった。そして、
ある日、いつものように温かい砂や岩の上で遊んでいると彼女は「スカ
ートの中を見たい？　今日は下着を履いていないのよ。」と言う。そこ
で、大して関心がないようなふりをしてスカートをめくると、中は本当
に裸で、下腹部の薄い赤毛の三角形の陰毛が見えたが、突如彼女はスカ
ートを押さえて立ち上がり、彼に「お母さんに、あんたが私をレイプし
ようとしたって言いつけるから」と言い放った。しかし、次の週になる
と彼女はそんなことはすっかり忘れていて、今度は、雨でズブ濡れにな
った服を乾かすために、とある納屋のような建物に入り、着ていた服を
全部脱いで、そこに置かれてある打ち捨てられた色々な機具や、荷車の
車輪や、木をののこぎりで引くための台座などの上に広げた。彼が、裸
の彼女をドキドキしながら横目で観察していると、動物をつなぐための
ロープの入った箱を見つけた彼女が「ローマ人とキリスト教信者の女奴
隷ごっこ」をしようと言う。彼女は、納屋の中に置かれている鉄製の鋤
やウィンチや斧などの道具は全て拷問の道具なのだと主張し、西暦304年
に13歳で処女のまま殉教した聖人の作り話をするのだった。以上が二つ
目のエピソードである。（A.pp.238－242）
　そして、その年の 9 月の終わりに彼女は初潮を迎えることになるのだ
が、当時ロブ＝グリエはそんな女性の生理に関する知識は持ち合わせて
いなかったらしい。三つ目のエピソードは、彼女が彼の無知を利用して、
まるで本当にレイプしたのではないかという不安に彼を陥らせる話なの
だが、このエピソードは日常の会話の中で問題なく流通させることがで
きるような安全な範囲を多少逸脱していて、かなり刺激の強い話なので、
あるいは年齢制限とか、読むにあたっての注意喚起などの必要があるか
もしれない。そこで、本論文は主として日本で流通することが前提にな
っているので、あえて下記にフランス語の原文のまま引用しておこうと
思う。フランス語が日本語と同じように読める読者には何の意味もない
だろうが、ここだけわざと原文表示のままになっているところが一種の
注意喚起だと思ってもらえたらありがたい。アンジェリックとロブ＝グ
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リエ少年は、危険な緊縛 SMごっこを続けてゆくのだが、そのうちアン
ジェリックは次第に役割を逆転させて行き、彼を彼女の気まぐれに何で
も従う僕に仕立ててゆくが、そこから下記のような最後のエピソードが
始まる。
 Quand elle m’a demandé de lui caresser l’intérieur du sexe, j’ai pressenti 
le danger, mais je n’étais plus en mesure de lui refuser quoi que ce fût. 
La fente interdite paraissait comme à l’habitude rose et nette, bien close.
（...） . Guidé par sa main ferme, j’ai introduit doucement la première 
phalange du médius là où elle désirait. Je me suis aperçu tout de suite que 
l’intérieur était liquide, un peu gluant. J’aurais voulu rompre mon 
engagement maladroit dans cette chausse－trape, mais ma maîtresse me 
maintenait en place et entendait au contraire que je remue le doigt pour 
l’enfoncer davantage. Un flot de sang s’est échappé entre les lèvres 
disjointes et j’ai, d’un geste vif, retiré ma main, qui était rouge comme 
celle d’un éventreur.
 Heureusement, j’étais assis sur un tabouret à traire, sans quoi je serais 
peut－être tombé, tant le vide avait envahi d’un coup ma tête et tout mon 
corps. Angélique ne bougeait pas : debout devant moi, jambes ouvertes, 
elle avait les membres libres （ce dont j’aurais dû me méfier） et, tout 
habillée, s’était contentée d’ôter sa culotte （quand ? je n’avais rien vu）. 
Elle me regardait d’un air absent, énigmatique. Qu’était－il arrivé ? Je 
l’avais blessée gravement et elle allait mourir faute de soins, sans que nous 
osions chercher du secours. Le sang qui avait surgi au bas de la toison 
rousse, mieux fournie à présent qu’au début des vacances, apparaît dans 
mes souvenirs abondant et vermeil. Angélique contemplait ma panique sans 
rien dire, puis elle a laissé retomber son ample jupe plissée en étoffe 
d’hiver, qu’elle retenait d’une main, et elle a déclaré d’une voix dure, 
méchante : « Tu m’as déflorée. Je raconterai tout. Tu iras en prison, jusqu’à 
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la fin de ta vie. »
 Je savais vaguement ce qu’était l’hymen des jeunes filles, à cause d’une 
chanson grivoise assez précise dont s’étonnaient mes premières années 
d’école, puis par les sous－entendus et fanfaronnades des gamins plus âgés, 
mais je ne soupçonnais pas que l’obstacle eût été si peu profond. Je n’avais 
d’ailleurs rencontré aucune résistance de la chair. Et pourquoi Angélique 
restait－elle si calme et paraissait－elle aussi peu émue par la catastrophe ? 
Toujours sèchement, elle m’a ordonné : « Suce ton doigt ! » Quel remède 
étrange ! Comme si je m’étais moi－même blessé ? J’ai fait comme elle 
voulait, totalement abasourdi, puis j’ai léché les phalanges voisines, sur 
l’index et l’annulaire, et aussi la paume où du sang avait coulé. C’était 
âcre et douceâtre à la fois. Je n’ai pas osé cracher. Quand ma main a été 
nettoyée de toute traînée rouge, elle gardait une odeur fade, écœurante, 
mais ça pouvait être le parfum... Tout à coup, d’autres plaisanteries 
obscènes me sont revenues à la mémoire, au sujet des filles... Angélique 
a repris, de sa même voix indifférente et glacée : « Tu trouves que ça 
sent bon ? Tu ne sais pas ce que c’est ? C’est du sang maudit ! Pendant 
que tu le buvais, je t’ai jeté un sort. Maintenant, tu es impuissant pour 
toujours. »（A.pp.243－245）
　そして、翌日もその次の日もロブ＝グリエ少年は彼女に会えず、その
まま生涯再会できなくなってしまった。彼は、彼女が病院に運ばれたの
ではないかと心配していたのだが、そうではなく、ある日、潮の引いた
断崖の下で彼女の遺体が見つかったのだ。そこは危険なので遊ぶことが
禁じられていた場所であり、彼女の体は波に服を奪われて裸のまま海草
に絡まれて浮いていた。着ていた毛織物の上着は誰にも見つけられず断
崖の上の方に引っかかったままになっていた。検死した医師は彼女が処
女のままであることを確認していて、ロブ＝グリエ少年は罪の意識が消
えて安心することになる。
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　このエピソードは、もちろん『覗く人』の物語の再現である。しかし、
そればかりか、荷車に乗せられて後ろ手にロープで縛られていたり、農
機具で拷問される女性のイメージや腹部や鼠蹊部を割かれて倒れている
女のイメージ、誘惑を仕掛けてきていつか牙をむき始める魔女のイメー
ジなど、この作品の前半を飾る森の中の物語や、後半のフェミニスムの
議論の内容、その時々に提示されるボッチチェリやアングルの絵画や戦
時中や歴史上のエピソードなど、この作品の全体がこのエピソードに関
わっていることがわかり、さらには、『覗く人』のみならず、『嫉妬』や
『ニューヨーク革命計画』から『ジン』に至る様々なロブ＝グリエの小
説、『ヨーロッパ横断急行』や『快楽の漸進的横滑り』から『エデンその
後』に至る様々なロブ＝グリエの映画作品の物語世界にまで関係が広が
っていることがわかるのである。
　では、この少年時代のエピソードはどこまでが事実なのだろうか？そ
れはわからない。もし、このエピソードの真実性が完全にではなくても一
定程度保証されれば、ロブ＝グリエの全作品はフィリップ・ルジュンヌの
言う「自伝空間」を構成していることになる。しかし、このエピソード
は、すべての作品に広がっているという意味では一種の原点であると言
えるが、しかし、すべての作品のイメージが凝縮して集まる収斂点にも
なっている。つまり、出発点でもあり到達点でもあるわけだ。その原点と
なるエピソードは、ロブ＝グリエがその後に生きた様々な経験によって変
形され作り変えられ、彼がこのエピソードを書いている時には、一時的
にこのような形に再現されているのである。したがって、このエピソード
の向こうには、ロブ＝グリエが実際に経験した何らかの経験があること
は確かであるが、このエピソードとは、デリダのような言い方をすれば、
それはつまり「痕跡」であり、すなわちエクリチュールとは痕跡なのであ
る。だから、ロブ＝グリエの作品は、結果として「あるがままの人生」に
基づいた自伝空間などは実在しないことを示しているのであるが、逆に
また、ロブ＝グリエの人生に全く関係のない、全くのゼロから発想された
純然たる「虚構空間」もまた実在し得ないことも示しているのであって、
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この『アンジェリックまたは蠱惑』は、まさにそのことをテーマにした作
品なのである。つまり、ロブ＝グリエが自分の作品はもとより、作品とい
うものは全て、架空の「自伝空間」と架空の「虚構空間」のその中間地
帯に展開していると考えていることがわかるのである。
まとめ
　以上に見たように、ロマネスク三部作の 1 作目『戻ってくる鏡』が「自
伝空間」をテーマにした作品であったのに対して、 2 作目の『アンジェ
リックまたは蠱惑』は、言うなれば「虚構空間」をテーマにした作品だ
ったわけである。どちらも両空間の実在性の否定というか、より正確に
は、実在しない両空間を追い求めて展開する作品だった。だが、このま
までは、ロブ＝グリエの作品像に関して、また新たな誤解を招いてしま
う恐れがある。ロブ＝グリエが、晩年に、今まで自分以外のことを語っ
たことがないと言っていることを踏まえて、本論文で見たようにロブ＝
グリエの諸作品が相互に結び合わされて大きな作品世界が形成されてゆ
くことを考えれば、人物再登場法によって充実した大きな物語世界を構
成しようとしたバルザックとは、描く対象が外部の社会ではないという
違いがあるものの、ロブ = クリエは同じように大なり小なり充実して連
続した一つの宇宙のような物語世界を構成しようとしたのではないかと
考えることもできるからである。実は、ロマネスク三部作のこれら二つ
の作品を論じるにあたって、われわれは、議論を順に進めるために、あ
えて語り手の問題を無視して考察を進めてきたのである。両作品とも、
実は、作品全体を語る一人の作者の声を基本に構成されているのでは決
してない。次々に物語を語り継ぐ複雑な語りの構成を持っているのであ
るが、この問題を合わせて考察し、三部作全体の構成とその意味を考え
るためには、三部作の最後の作品の『コラント最後の日々』を論じる必
要がある。したがって、次にわれわれが論じるべきテーマは、『コラント
最後の日々』と「物語空間」ということになる。
 （本学教授）
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